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第39回 「両立支援」

第40回 「HRDX」
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第31回

年
功
序
列
は
傾
向
と
し
て
は
明
確

今
回
は
年
功
序
列
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

年
功
序
列
と
は
、
勤
続
年
数
や
年
齢
に
応
じ
て
処
遇

（
役
職
や
賃
金
な
ど
）
が
上
が
る
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

最
初
に
年
功
序
列
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

参
考
に
な
る
の
は
役
職
別
の
平
均
勤
続
年
数
や
年
齢

で
す
が
、『
令
和
３
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
』（
厚

生
労
働
省
）
の
第
７
表
男
女
計
を
見
る
と
、
非
役
職
者

の
平
均
勤
続
年
数
が
10
・
４
年
に
対
し
て
、
係
長
級

17
・
９
年
、
課
長
級
20
・
５
年
、
部
長
級
22
・
４
年
と

な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
２
０
２

１
（
令
和
３
）
年
の
『
全
国
社
長
の
年
齢
調
査
』
で
は
、

社
長
の
平
均
年
齢
は
２
０
２
０
年
で
62
・
49
歳
で
す
。

も
う
一
つ
参
考
に
な
る
の
が
、
勤
続
年
数
別
の
賃
金
格

差
で
す
。
図
表
を
参
照
す
る
と
わ
か
り
や
す
い
の
で
す

が
、
日
本
は
男
女
と
も
に
右
肩
上
が
り
の
傾
向
を
示
し

て
い
ま
す
。
勤
続
年
数
１
〜
５
年
の
賃
金
を
１
０
０
と

し
た
場
合
、
勤
続
年
数
30
年
以
上
で
賃
金
は
男
性
１
・

６
倍
、
女
性
１
・
５
倍
に
達
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、
１
９
９
０
年
代
あ
た
り
の
い
わ
ゆ
る

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
、
個
人
の
成
果
に
よ
り
処
遇
を

決
め
る
成
果
主
義
へ
の
転
換
に
よ
り
、
年
功
序
列
は
薄

ま
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
情
報

を
み
る
か
ぎ
り
で
は
年
功
序
列
の
傾
向
は
ま
だ
ま
だ
明

確
と
い
え
そ
う
で
す
。
な
お
、
図
表
を
再
び
み
る
と
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
イ
ギ
リ
ス
以
外
は
勤
続
年
数
に
よ
り

賃
金
が
高
ま
り
、
部
分
的
に
は
日
本
よ
り
も
ド
イ
ツ
の

方
が
そ
の
傾
向
が
強
く
出
て
い
ま
す
。
終
身
雇
用
と
同

じ
で
す
が
、
年
功
序
列
も
日
本
〝
特
有
〞
の
特
徴
と
は

い
え
な
さ
そ
う
で
す
。

「年功序列」
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図表　勤続年数別賃金格差
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人
事
制
度
面
の
影
響
も
大
き
い

年
功
序
列
の
成
り
立
ち
と
し
て
、
高
度
経
済
成
長
期

（
１
９
５
５
〈
昭
和
30
〉
年
こ
ろ
〜
）
の
労
働
力
不
足

に
対
し
て
、
一
度
採
用
し
た
社
員
の
離
職
を
防
ぐ
た
め

に
、
勤
続
し
続
け
る
と
処
遇
が
向
上
す
る
メ
リ
ッ
ト
を

持
た
せ
る
人
事
制
度
を
、
意
図
的
に
つ
く
っ
た
こ
と
に

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
組
み
は
江
戸
時
代

に
普
及
し
た
儒
教
の
年
長
者
を
敬
う
と
い
う
教
え
や
、

商
人
の
家
に
住
み
込
み
、
丁で

っ

稚ち

（
年
少
時
代
）
に
よ
る

修
業
か
ら
、
長
い
年
月
を
経
て
番ば

ん

頭と
う

（
使
用
人
の
中
で

最
高
の
地
位
）
に
段
階
を
ふ
ん
で
上
が
っ
て
い
く
江
戸

か
ら
昭
和
ま
で
引
き
継
が
れ
た
雇
用
上
の
考
え
も
あ

り
、
精
神
的
な
面
で
も
経
営
者
に
も
労
働
者
に
も
受
け

入
れ
や
す
か
っ
た
と
い
う
背
景
も
あ
る
よ
う
で
す
。

現
在
の
年
功
序
列
の
傾
向
も
、
高
度
経
済
成
長
期
と

同
様
に
制
度
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

第
１
回
「
人
事
制
度
（
本
連
載
２
０
２
０
年
６
月
号
掲

載
）※1
」
で
も
一
部
触
れ
て
い
ま
す
が
、制
度
上
の
ル
ー

ル
面
と
運
用
面
の
両
方
に
理
由
が
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
面
で
は
、
能
力
の
蓄
積
に
応
じ
た
昇
格
と

昇
給
の
制
度
（
職
能
資
格
制
度
）
が
あ
る
こ
と
で
す
。

一
般
的
な
能
力
の
認
識
と
異
な
り
、
人
事
制
度
上
の
能

力
は
一
度
蓄
積
し
た
ら
下
が
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
勤
続
年
数
を
重
ね
る
ほ
ど
能
力
は
蓄

積
さ
れ
、
そ
れ
に
と
も
な
い
昇
格・昇
給
が
実
施
さ
れ
、

結
果
と
し
て
年
功
的
な
給
与
分
布
と
な
っ
て
い
き
ま

す
。
２
０
２
２
年
に
労
務
行
政
研
究
所
が
発
表
し
た
調

査
※2
に
よ
る
と
、
職
能
資
格
制
度
の
導
入
率
は
一
般
社

員
・
企
業
規
模
計
で
52
・
６
％
に
上
っ
て
い
ま
す
。

運
用
面
で
は
、
役
職
登
用
の
運
用
と
モ
デ
ル
賃
金
の

存
在
が
主
な
原
因
と
い
え
ま
す
。
役
職
が
高
い
ほ
ど
平

均
勤
続
年
数
が
長
い
と
い
う
点
は
運
用
で
な
ん
と
な
く

行
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

同
期
の
だ
れ
か
が
課
長
に
な
る
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て

ほ
か
の
社
員
も
課
長
に
す
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
ま

た
、
モ
デ
ル
賃
金
と
は
入
社
以
来
標
準
的
な
ペ
ー
ス
で

昇
格
や
昇
給
を
し
た
場
合
の
給
与
水
準
を
示
す
も
の
で

す
が
、
勤
続
年
数
ま
た
は
年
齢
別
に
右
肩
上
が
り
の

カ
ー
ブ
を
描
く
よ
う
に
作
成
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。

勤
続
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
年
齢
が
上
が

る
ほ
ど
生
活
費
が
上
が
る
と
い
う
考
え
か
ら
こ
の
よ
う

な
つ
く
り
方
を
す
る
の
で
す
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
年

功
序
列
的
運
用
が
前
提
に
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。

見
直
し
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い
る

こ
れ
ま
で
も
年
功
序
列
の
見
直
し
は
議
論
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
２
０
２
２
年
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
見
直
し

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
同
年
10
月
３
日

に
行
わ
れ
た
第
２
１
０
回
国
会
に
お
け
る
所
信
表
明
演

説
で
、
岸き

し

田だ

文ふ
み

雄お

内
閣
総
理
大
臣
が
構
造
的
な
賃
上
げ

と
い
う
テ
ー
マ
の
な
か
で
、「
年
功
制
の
職
能
給
か
ら
、

日
本
に
合
っ
た
職
務
給
へ
の
移
行
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
春

闘
の
指
針
な
ど
を
通
し
て
年
功
序
列
賃
金
の
見
直
し
に

し
ば
し
ば
言
及
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
報
道
な
ど

で
大
手
企
業
が
年
功
序
列
か
ら
の
脱
却
を
図
る
制
度
改

定
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

政
府
や
経
営
側
か
ら
の
発
信
が
目
立
つ
の
は
、
若
く
て

優
秀
な
社
員
の
離
職
を
う
な
が
し
て
し
ま
う
、
中
途
採

用
が
し
に
く
く
多
様
な
人
材
が
集
ま
ら
な
い
、
人
材
の

入
れ
替
え
が
起
き
ず
に
組
織
が
活
性
化
さ
れ
な
い
、
な

ど
の
課
題
の
解
消
の
た
め
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
少
子
高
齢
化
を
背
景
に
企
業
の
平
均
年
齢
が
高

ま
っ
て
い
る
な
か
、
高
年
齢
層
の
人
件
費
を
抑
え
て
、

採
用
市
場
で
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
る
若
手
や
専
門
性

の
高
い
人
材
な
ど
に
人
件
費
を
振
り
分
け
て
企
業
の
成

長
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う
意
図
も
見
え
て
き
ま
す
。

経
営
者
側
か
ら
す
る
と
年
功
序
列
の
見
直
し
は
経
営

を
し
や
す
く
す
る
た
め
の
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、

労
働
者
側
か
ら
す
る
と
勤
続
と
い
う
要
素
だ
け
で
は
処

遇
が
上
が
り
に
く
く
な
り
専
門
性
の
向
上
や
転
職
に
よ

る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
な
ど
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら

れ
る
た
め
、
評
価
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

次
回
は
、「
正
社
員
と
非
正
規
社
員
」
に
つ
い
て
解

説
し
ま
す
。

※1　本連載の過去の記事は当機構ホームページでご覧いただけます。https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/series.html
※2　一般財団法人労務行政研究所「人事制度の実施・改定動向」
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第32回

定
義
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い

今
回
は
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
す
。

広
く
社
会
に
浸
透
し
、
あ
た
り
前
の
よ
う
に
日
常
で

使
わ
れ
て
い
る
用
語
で
す
が
、
そ
の
定
義
は
必
ず
し
も

明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
社
員
も
非
正
規
社
員
も
法

律
上
の
用
語
で
は
な
く
、
複
数
の
雇
用
形
態
の
う
ち
、

一
般
的
に
認
知
さ
れ
た
通
称
と
い
え
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
に
、
雇

用
形
態
に
つ
い
て
代
表
的
な
も
の
の
解
説
か
ら
始
め
ま

す
。

①
雇
用
期
間
…
労
働
者
が
雇
用
さ
れ
る
期
間
の
定
め
の

な
い
無
期
雇
用
（
満
60
歳
以
降
の
定
年
設
定
は
可
）

と
、
定
め
の
あ
る
有
期
雇
用
（
原
則
、
最
大
３
年
。

更
新
可
）
の
区
分
あ
り
。

②
労
働
時
間
…
企
業
が
定
め
て
い
る
所
定
労
働
時
間

（
原
則
、
最
長
１
日
８
時
間
、
週
40
時
間
）
の
す
べ

て
の
時
間
を
働
く
フ
ル
タ
イ
ム
と
、
よ
り
短
い
時
間

で
働
く
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
区
分
あ
り
。

③
雇
用
元
…
勤
務
先
の
企
業
と
労
働
者
間
で
雇
用
に
関

す
る
契
約
を
結
ぶ
直
接
雇
用
と
、
勤
務
先
と
は
別
の

企
業
と
労
働
者
間
で
契
約
を
結
ぶ
間
接
雇
用
の
区
分

あ
り
。

こ
れ
ら
三
つ
の
形
態
の
う
ち
、
正
社
員
は
①
無
期
雇

用
、
②
フ
ル
タ
イ
ム
、
③
直
接
雇
用
の
組
合
せ
と
一
般

的
に
認
知
さ
れ
、厚
生
労
働
省
の
資
料
な
ど
を
み
て
も
、

お
お
よ
そ
こ
の
組
合
せ
を
基
本
と
し
た
記
述
に
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
非
正
規
社
員
は
正
社
員
以
外
の
労

働
者
を
括
る
用
語
で
あ
り
、
雇
用
形
態
上
は
①
有
期
雇

用
、
②
パ
ー
ト
タ
イ
ム
ま
た
は
フ
ル
タ
イ
ム
、
③
直
接

雇
用
ま
た
は
間
接
雇
用
が
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る

組
合
せ
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
細
か
い
形
態
の
差
異
に

よ
り
、
非
正
規
社
員
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
・
契
約

社
員
・
嘱
託
社
員
・
派
遣
社
員
な
ど
と
区
分
さ
れ
ま
す
。

先
ほ
ど
か
ら
「
一
般
的
な
認
知
」
と
逐
一
記
載
し
て

い
る
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
実
は
、
こ
れ
ら
の
組

合
せ
か
ら
外
れ
る
正
社
員
・
非
正
規
社
員
が
存
在
す
る

か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て
多

様
な
正
社
員
が
推
奨
さ
れ
る
な
か
で
、
②
が
パ
ー
ト
タ

イ
ム
に
あ
た
る
短
時
間
正
社
員
制
度
を
導
入
し
て
い
る

企
業
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
有
期
雇
用
契
約
が
更
新
さ

れ
て
通
算
５
年
を
超
え
た
場
合
に
、
労
働
契
約
法
に
基

づ
き
労
働
者
本
人
か
ら
の
申
し
込
み
に
よ
り
①
の
無
期

雇
用
に
転
換
し
た
後
も
、
そ
の
他
の
労
働
条
件
に
変
更

が
な
く
、
会
社
内
で
正
社
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な

い
場
合
は
、無
期
雇
用
の
非
正
規
社
員
が
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
一
例
で
す
が
、
ほ
か
に
も
多
様
な

形
態
の
正
社
員
・
非
正
規
社
員
が
存
在
し
、
一
般
的
な

認
知
を
基
本
と
し
つ
つ
、
最
終
的
に
は
各
企
業
が
正
社

員
・
非
正
規
社
員
の
定
義
を
就
業
規
則
等
で
定
め
て
い

「正社員と非正規社員」
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る
の
が
実
情
で
す
。

統
計
か
ら
把
握
で
き
る
雇
用
状
況
・
処
遇

次
に
、
正
社
員
・
非
正
規
社
員
の
実
態
に
つ
い
て
、

雇
用
状
況
や
処
遇
に
関
す
る
統
計
か
ら
把
握
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
※1
。

雇
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
非
正
規
雇
用
の
現
状
と
課
題
」
※2
と
い
う

資
料
に
基
づ
き
み
て
い
き
ま
す
。
正
社
員
と
非
正
規
社

員
数
の
年
別
推
移
は
、
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
は
全

労
働
者
３
９
３
６
万
人
の
う
ち
、
非
正
規
社
員
は
６
０

４
万
人
（
構
成
比
15
・
３
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全

労
働
者
が
５
０
０
０
万
人
を
超
え
た
２
０
０
９
（
平
成

21
）
年
に
は
全
労
働
者
５
１
２
４
万
人
の
う
ち
非
正
規

社
員
は
１
７
２
７
万
人
（
33
・
７
％
）、
直
近
の
統
計

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
に
は
全
労
働
者
５
６
６
２
万

人
の
う
ち
非
正
規
社
員
は
２
０
７
５
万
人
（
36
・
７
％
）

と
推
移
し
、
非
正
規
社
員
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
の
正
社
員
数
を
み
る
と
１
９
８

４
年
は
３
３
３
３
万
人
、
２
０
０
９
年
は
３
３
９
５
万

人
、
２
０
２
１
年
は
３
５
８
７
万
人
と
近
年
増
加
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

非
正
規
社
員
を
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
、
２
０
２
１

年
の
非
正
規
社
員
の
う
ち
45
歳
以
上
が
１
２
５
３
万
人

（
60
・
４
％
）、
65
歳
以
上
の
推
移
は
、
２
０
０
９
年
に

は
65
歳
以
上
の
非
正
規
社
員
が
１
５
８
万
人（
９
・

１
％
）
に
対
し
て
、
２
０
２
１
年
に
は
３
９
３
万
人

（
18
・
９
％
）
と
実
数
・
構
成
比
と
も
に
倍
以
上
と
な

る
な
ど
、
65
歳
以
上
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
非
正
規
社
員
の
う
ち
正
社
員
と
し
て
働
く
機

会
が
な
く
非
正
規
社
員
と
し
て
働
い
て
い
る
者
の
割
合

は
、２
０
１
３
年
で
３
４
２
万
人（
19・２
％
）に
対
し
、

２
０
２
１
年
に
は
２
１
６
万
人
（
10
・
７
％
）
と
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

処
遇
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て
い
る

「
令
和
３
年
賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査　
結
果
の
概
況
」

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
雇
用
形
態
・
性
別
の
賃
金
格
差
で

傾
向
が
つ
か
め
ま
す
。
調
査
対
象
日
に
お
け
る
対
象
者

平
均
の
最
高
水
準
は
、
男
性
正
社
員
は
４
２
８
万
６
０

０
０
円
に
対
し
非
正
規
社
員
は
２
７
４
万
７
０
０
０

円
、
女
性
正
社
員
３
０
５
万
６
０
０
０
円
に
対
し
非
正

規
社
員
は
２
０
０
万
２
０
０
０
円
で
あ
り
、
男
女
と
も

に
正
社
員
に
比
べ
非
正
規
社
員
の
賃
金
は
65
％
程
度
に

と
ど
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
厚
生
労
働
省
の
「
令
和
元
年
就
業
形

態
の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
の
概
況
」
の
う

ち
、
現
在
の
会
社
に
お
け
る
各
種
制
度
等
の
適
用
状
況

を
み
る
と
、
退
職
金
制
度
は
正
社
員
77
・
７
％
に
対
し

非
正
規
社
員
13
・
４
％
、
賞
与
支
給
制
度
は
正
社
員

86
・
８
％
に
対
し
非
正
規
社
員
35
・
６
％
、
福
利
厚
生

施
設
等
の
利
用
は
正
社
員
55
・
８
％
に
対
し
非
正
規
社

員
25
・
３
％
の
適
用
と
、
正
社
員
に
適
用
さ
れ
て
も
非

正
規
社
員
は
適
用
外
の
制
度
も
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
内
容
か
ら
、
正
社
員
・
非
正
規
社
員
の
雇

用
状
況
・
処
遇
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
全
労
働
者
が
増
加
す
る
な
か
、
正
社
員
・
非
正
規
社

員
と
も
に
増
加
傾
向
が
続
い
て
き
て
お
り
、
非
正
規

社
員
は
65
歳
以
上
の
割
合
が
高
ま
っ
て
い
る
。

・
正
社
員
と
し
て
働
く
機
会
が
な
く
、
非
正
規
社
員
と

し
て
働
い
て
い
る
者
の
割
合
は
10
％
程
度
。

・
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
処
遇
上
の
差
は
、
賃
金
の

額
や
制
度
面
で
も
明
ら
か
に
確
認
で
き
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
導

入
に
よ
る
、
同
一
企
業
・
団
体
に
お
け
る
正
社
員
と
非

正
規
社
員
と
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
の
解
消
を
目
ざ

す
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
が
２
０
２
１
年

４
月
１
日
か
ら
全
面
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も

の
定
義
か
ら
し
て
複
雑
な
正
社
員
・
非
正
規
社
員
で
す

が
、
本
稿
が
理
解
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

次
回
は「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

※1　 統計上、正規雇用・正職員などで表記されているものは本稿では正社員、非正規雇用・正社員以外の労働者などで表記されているものは非正規社員と表記している
※2　http://www.mhlw.go.jp/content/001041163.pdf
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第33回

今
回
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、
相
手
が
嫌
が
り
、
精
神
的
苦
痛

を
感
じ
る
言
動
を
す
る
こ
と
で
、
個
人
と
し
て
の
尊
厳

や
人
格
を
不
当
に
傷
つ
け
る
行
為
を
さ
し
ま
す
。

職
場
に
お
け
る
代
表
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

日
常
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
問
題
が
報

道
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
広
く
一
般
化
し
た
用
語

で
は
あ
り
ま
す
が
、
本
稿
で
は
職
場
に
お
け
る
代
表
的

な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

・
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
パ
ワ
ハ
ラ
）…
職
場
に
お

い
て
行
わ
れ
る「
優
越
的
な
関
係
を
背
景
に
し
た
言

動
」で
あ
り
、「
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
た
も
の
」に
よ
り
、「
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ

れ
る
も
の
」の
三
つ
の
す
べ
て
の
要
素
を
満
た
す
も

の
を
さ
し
ま
す
。
該
当
す
る
言
動
に
は
①
身
体
的
な

攻
撃
、
②
精
神
的
な
攻
撃
、
③
人
間
関
係
か
ら
の
切

り
離
し
、
④
過
大
な
要
求
、
⑤
過
小
な
要
求
、
⑥
個

の
侵
害
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
上
司
か
ら
の

必
要
以
上
の
執し

つ

拗よ
う

な
叱
責
に
よ
り
部
下
の
業
務
遂
行

に
支
障
を
き
た
す
と
い
っ
た
も
の
が
一
般
的
な
例
に

な
り
ま
す
が
、
上
司
よ
り
も
豊
富
な
知
識
や
経
験
を

有
す
る
同
僚
・
部
下
か
ら
上
司
に
対
す
る
同
様
の
行

為
も
パ
ワ
ハ
ラ
に
該
当
し
ま
す
。

・
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ
ラ
）…
職

場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
労
働
者
の
意
に
反
す
る
性
的

な
言
動
に
よ
り
、
労
働
者
が
労
働
条
件
に
つ
い
て
不

利
益
を
受
け
た
り
、
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を

さ
し
ま
す
。
性
的
関
係
の
強
要
や
必
要
な
く
身
体
に

触
れ
る
こ
と
、
性
的
な
内
容
の
発
言
を
す
る
こ
と
な

ど
が
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
異
性
に
対
す
る

も
の
だ
け
で
な
く
、
同
性
に
対
す
る
言
動
も
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
性
的
指
向（
恋
愛
・
性
愛
が
い

ず
れ
の
性
別
を
対
象
と
す
る
か
）や
性
自
認（
性
別

に
対
す
る
自
己
認
識
）
に
関
す
る
言
動
も
セ
ク
ハ
ラ

に
該
当
す
る
こ
と
を
見
落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
休
業
等
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
…
妊

娠
・
出
産
し
た
女
性
労
働
者
や
育
児
休
業
な
ど
を
申

し
出
・
取
得
し
た
男
女
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ

れ
る
こ
と
で
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
マ
タ

ハ
ラ
）と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
妊
娠
・
出

産
、
育
児
休
業
な
ど
を
理
由
と
し
て
、
解
雇
、
不
利

益
な
異
動
、
減
給
、
降
格
な
ど
不
利
益
な
取
扱
い
を

行
う
こ
と
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
育
児
・
介

護
休
業
法
な
ど
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
行
為
以
外
で
も
、
休
業
制
度
や
育
児
時
短
の

利
用
の
拒
否
や
嫌
が
ら
せ
の
言
動
な
ど
も
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
該
当
し
ま
す
。
近
年
は
男
性
社
員
か
ら
の
当

該
制
度
の
活
用
の
申
し
出
も
増
え
て
い
ま
す
が
、
拒

否
や
嫌
が
ら
せ
は
パ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
パ

「ハラスメント」
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タ
ハ
ラ
）と
呼
ば
れ
て
い
る
点
も
押
さ
え
て
お
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
で
の
定
義
や
記
載
は
厚
生
労
働
省
の
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
対
策
総
合
情
報
サ
イ
ト
「
あ
か
る
い
職
場
応

援
団
※
」
を
主
に
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
職
場
で
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
理
解
す
る
た
め
の
動
画
や
裁
判
例
、

他
社
の
取
組
み
事
例
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
が
わ
か
り
や
す

く
網
羅
さ
れ
て
い
る
た
め
、
よ
り
深
い
理
解
の
た
め

に
参
照
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
は
事
業
主
の
責
務

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
放
置
に
よ
り
、
最
悪
な
ケ
ー
ス
で

は
自
殺
に
至
る
事
案
が
実
際
に
何
度
も
起
こ
り
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
は
会
社
で
必
ず
対
応
し
て
い
く
べ
き
重
要
課

題
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
労
働
施
策
総
合
推
進
法
、
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
や
育
児・介
護
休
業
法
が
改
正
、２
０
２
０（
令
和
２
）

年
６
月
に
施
行
さ
れ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
が
事

業
主
の
責
務
と
な
り
、
２
０
２
２
年
４
月
に
は
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
が
中
小
企
業
を
含
め
て
全
企
業

に
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
事
業
主
は
、「
事
業
主
の
方
針
な
ど
の

明
確
化
お
よ
び
そ
の
周
知
・
啓
発
（
職
場
に
お
け
る
パ

ワ
ハ
ラ
の
内
容
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨

の
方
針
化
、
行
為
者
に
対
す
る
対
処
内
容
の
就
業
規
則

等
文
書
へ
の
記
載
な
ど
）」、「
相
談
（
苦
情
を
含
む
）

に
応
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
の
整

備
（
相
談
窓
口
の
設
置
、
対
応
の
体
制
な
ど
）」、「
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
事
後
の
迅
速
か
つ
適

切
な
対
応
（
事
実
関
係
の
確
認
、
被
害
者
に
対
す
る
配

慮
、行
為
者
に
対
す
る
措
置
、再
発
防
止
措
置
な
ど
）」、

「
あ
わ
せ
て
講
ず
べ
き
措
置
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、

不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
な
ど
）」を
必
ず
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
通
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
実
態
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

２
０
２
０
年
６
月
の
関
係
法
律
の
施
行
１
年
後
に
実
施

し
た
「
職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
（
２
０
２
１
年
12
月
14
日
）」（
日
本
経
済

団
体
連
合
会
）
を
参
照
す
る
と
そ
の
様
子
が
垣
間
み
え

ま
す
。
５
年
前
と
比
較
し
た
相
談
件
数
に
つ
い
て
、
増

え
た
か
減
っ
た
か
の
比
較
で
み
て
い
く
と
、
パ
ワ
ハ
ラ

44・０
％
／
16・３
％
（
増
え
た
／
減
っ
た
。
以
下
同
）、

セ
ク
ハ
ラ
11
・
５
％
／
28
・
８
％
、
妊
娠
・
出
産
に
対

す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
３
・
０
％
／
６
・
８
％
、
育
児
休

業
・
介
護
休
業
な
ど
に
関
す
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
４
・

０
％
／
５
・
５
％
と
、
パ
ワ
ハ
ラ
以
外
は
「
増
え
た
」

よ
り
「
減
っ
た
」
が
多
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
パ
ワ
ハ
ラ
を
は
じ
め
と
し
て
相
談
件
数
が
増
え

た
の
は
事
案
の
純
増
だ
け
で
な
く
、
法
施
行
や
相
談
窓

口
の
設
置
、
啓
蒙
活
動
な
ど
に
よ
り
以
前
よ
り
相
談
し

や
す
く
な
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
る
よ
う
で
す
。

最
後
に
、
今
後
必
要
と
な
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・

対
応
の
課
題
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。
同
ア
ン
ケ
ー

ト
で
課
題
の
上
位
三
つ
と
し
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
」、「
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ・価
値
観
の
違
い
」、「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
理
解
不
足
」が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
研

修
を
行
っ
て
い
る
と
回
答
し
た
企
業
は
６
〜
７
割
に

上
っ
て
お
り
、
基
本
的
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
理

解
促
進
は
引
き
続
き
進
ん
で
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
今
後
は
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
・
価
値
観
の

違
い
に
よ
り
、
注
意
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
近
年
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
性
別
、
働
き
方
に

関
す
る
価
値
観
が
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
昔
は
許
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
て
い
た
言
動
が
、
近
年
で
は
問
題

視
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
政
治
家
な

ど
の
公
人
の
言
動
で
も
、
し
ば
し
ば
社
会
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。
自

ら
の
意
識
だ
け
で
価
値
観
を
一
気
に
変
え
る
の
は
む
ず

か
し
い
た
め
、
常
に
世
間
の
動
向
や
他
社
の
ケ
ー
ス
な

ど
に
目
を
向
け
、
定
期
的
に
情
報
提
供
や
研
修
、
多
様

な
メ
ン
バ
ー
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
策
を

実
施
す
る
な
ど
、
企
業
と
し
て
の
継
続
的
な
取
組
み
が

重
要
と
考
え
ま
す
。＊　

＊　
＊　
＊　

次
回
は
、「
採
用
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

※　「あかるい職場応援団」……   https://www.no-harassment.mhlw.go.jp
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第34回

今
回
は
採
用
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
人
事
の
う

え
で
の
採
用
と
は
「
企
業
な
ど
に
必
要
な
人
材
を
確
保

す
る
た
め
に
雇
い
入
れ
る
こ
と
」
を
さ
し
ま
す
。

採
用
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る

採
用
に
関
す
る
基
本
的
な
種
類
か
ら
押
さ
え
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
対
象
者
の
違
い
で
み
て

い
き
ま
す
。

・
新
卒
採
用
…
一
定
の
時
期
に
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
あ
る
学
生
（
新
卒
）を
採
用
す
る
こ
と
で
す
。

大
学
卒
や
高
校
卒
、
専
門
学
校
卒
な
ど
学
歴
別
に
定

員
を
定
め
て
採
用
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

基
本
的
に
は
就
業
経
験
の
な
い
学
生
を
採
用
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
入
社
後
の
育
成
を
前
提
に
潜
在
的

な
能
力
を
期
待
し
た
採
用
（
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
採
用
）

と
な
り
ま
す
。

・
中
途
採
用
…
新
卒
と
異
な
り
、
す
で
に
就
業
経
験
の

あ
る
人
材
を
採
用
す
る
こ
と
で
す
。
多
く
の
場
合

は
、
社
員
の
離
職
や
事
業
の
拡
大
な
ど
に
よ
り
不
足

し
た
労
働
力
の
確
保
を
目
的
と
し
て
行
う
た
め
、
他

社
で
の
経
験
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
即
戦
力
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
た
採
用（
キ
ャ
リ
ア
採
用
）が
主
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
学
校
を
卒
業
後
に
３
年
間
程
度
の

就
業
経
験
の
あ
る
者
を
第
二
新
卒
と
区
分
し
、
一
定

の
就
業
経
験
と
潜
在
的
な
能
力
の
両
面
を
期
待
し
、

採
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

次
に
、採
用
時
期
の
違
い
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

・
一
括
採
用
…
特
定
の
期
間
に
採
用
活
動
を
行
い
、
定

め
ら
れ
た
日
に
ち
に
ま
と
め
て
入
社
さ
せ
る
こ
と
で

す
。
主
に
新
卒
採
用
が
対
象
で
、
卒
業
後
の
４
月
１

日
に
入
社
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
た
め
新
卒
一
括
採
用

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
広
報
活
動
・
採
用
選
考
な
ど
の

採
用
活
動
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
政
府
が
、

学
生
の
学
業
へ
の
影
響
を
配
慮
し
て
、
広
報
活
動
開

始
日
・
採
用
選
考
活
動
開
始
日
・
正
式
な
内
定（
企

業
が
雇
用
す
る
意
思
を
本
人
に
伝
え
る
状
態
）日
に

分
け
て
要
請
を
出
し
て
い
ま
す
。

・
通
年
採
用
…
期
間
を
特
定
せ
ず
に
年
間
を
通
し
て
採

用
活
動
を
し
、
入
社
を
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
必
要
な

労
働
力
を
確
保
し
た
い
時
期
に
採
用
を
行
う
中
途
採

用
が
主
な
対
象
と
な
り
ま
す
。

次
に
、
採
用
時
の
職
務
限
定
の
有
無
に
つ
い
て
み
て

い
き
ま
す
。

・
職
務
の
限
定
な
し
…
入
社
後
の
職
務
に
つ
い
て
特
に

は
限
定
せ
ず
に
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
職
務
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
を
前
提
と

し
た
採
用
で
、
総
合
職
採
用
と
も
い
い
ま
す
。
従
事

す
る
職
務
あ
り
き
で
な
く
、
企
業
の
一
員
と
し
て
人

を
雇
用
す
る
と
い
う
意
味
か
ら
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型

雇
用
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
務
の
限
定
あ
り
…
入
社
後
の
職
務
内
容
を
明
確
化

「採用」
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し
た
採
用
で
す
。
職
務
内
容
は
ジ
ョ
ブ
デ
ィ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン（
職
務
記
述
書
）な
ど
で
定
義
さ
れ
、
こ

の
定
義
に
限
定
し
て
働
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
定
職
務
の
必
要
性
に
応
じ
て
人
を
雇
用
す
る

と
い
う
意
味
か
ら
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

採
用
の
傾
向
は
変
化
の
過
程
に
あ
る

日
本
の
採
用
の
特
徴
的
な
傾
向
と
し
て
、「
新
卒
一

括
採
用
」、「
職
務
の
限
定
な
し
」と
従
来
か
ら
い
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
在
こ
の
傾
向
は
変
化
の
過
程
に
あ
り

ま
す
。
経
済
産
業
省
が
２
０
２
０（
令
和
２
）年
に
公

表
し
た
「
持
続
的
な
企
業
価
値
の
向
上
と
人
的
資
本
に

関
す
る
研
究
会　
報
告
書
」
に
お
い
て
、「
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
型
雇
用
は
、
事
業
環
境
が
急
速
に
変
化
し
、
個

人
の
価
値
観
・
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
す
る
な
か
で
は
、
変

化
に
対
応
し
た
人
材
の
育
成
・
獲
得
や
従
業
員
の
専
門

性
の
観
点
か
ら
課
題
が
顕
在
化
し
て
き
て
い
る
」、
と

の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
従
来
型
の
採
用
で
は
限
界
が
あ

る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
変
化

の
一
つ
と
し
て
は
、
就
業
経
験
の
な
い
新
卒
採
用
で
は

ジ
ョ
ブ
型
の
採
用
は
向
か
な
い
と
い
う
の
が
従
来
の
一

般
的
な
認
識
で
し
た
が
、
現
在
で
は
学
生
時
代
で
専
門

ス
キ
ル
を
習
得
可
能
な
Ｉ
Ｔ
分
野
を
中
心
に
、
新
卒
の

ジ
ョ
ブ
型
雇
用
も
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
府
が
現
在
要
請
し
て
い
る
採
用
活
動
の
時

期
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
２
０
２
３
年
度
卒
業
・
修
了

予
定
者
は
採
用
選
考
活
動
開
始
を
卒
業
・
修
了
年
度
の

６
月
１
日
以
降
と
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
６
年
春
卒

業
・
修
了
予
定
者
よ
り
、
専
門
性
の
高
い
学
生
を
中
心

に
よ
り
柔
軟
な
方
向
に
見
直
す
よ
う
検
討
を
進
め
る
と

し
て
い
ま
す
。
現
状
で
も
す
で
に
幅
広
い
人
材
の
確
保

を
目
的
に
、新
卒
採
用
で
も
通
年
採
用
を
行
う
企
業
や
、

新
卒
・
既
卒
の
別
を
設
け
な
い
採
用
を
行
う
企
業
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
変
化
は
政
府
が
主
導
す
る
前
に
各
社
が
独

自
で
進
め
て
い
る
点
も
多
分
に
あ
り
ま
す
。
専
門
性
の

あ
る
人
材
を
中
心
に
、
人
材
の
確
保
は
各
社
の
重
要
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
横
並
び
の
採
用
活
動
で
は
立
ち
行

か
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
背
景
に
あ
り
ま
す
。

採
用
は
〝
売
り
手
〞
市
場

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
人
材
の
確
保
が
重
要
課
題
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
会
社
が
労
働
力
を

求
め
る
求
人
と
働
く
こ
と
を
申
し
入
れ
る
応
募
の
需
給

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。

求
人
数
が
応
募
者
数
を
上
回
る
状
況
を
売
り
手
市
場

（
応
募
者
が
有
利
）、
求
人
数
が
応
募
者
数
を
下
回
る
状

況
を
買
い
手
市
場
（
企
業
が
有
利
）
と
呼
び
ま
す
が
、

現
在
は
売
り
手
市
場
と
い
え
る
状
況
に
あ
る
か
ら
で

す
。
例
え
ば
、
一
人
の
求
職
者
に
対
し
て
ど
れ
だ
け
の

求
人
が
あ
る
の
か
を
表
す
有
効
求
人
倍
率
は
２
０
２
２

年
12
月
時
点
で
は
１・35
倍
、
２
０
２
２
年
平
均
で
１・

28
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
（「
一
般
職
業
紹
介
状
況
（
令

和
４
年
12
月
分
及
び
令
和
４
年
分
）
に
つ
い
て
」
厚
生

労
働
省
）。
た
だ
し
、
こ
ち
ら
は
新
規
学
卒
者
を
除
き

パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
含
む
も
の
で
あ
る
た
め
、
リ
ク
ル
ー

ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
「
第
39
回
ワ
ー
ク
ス
大
卒
求

人
倍
率
調
査
（
２
０
２
３
年
卒
）」
で
大
学
・
大
学
院

卒
で
求
人
倍
率
を
み
る
と
、
２
０
２
３
年
３
月
卒
業
予

定
１
・
58
倍
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。
業
界
別
に
み

る
と
金
融
業
は
０
・
22
倍
と
い
う
狭
き
門
に
対
し
て
、

流
通
業
７
・
77
倍
、
建
設
業
７
・
70
倍
と
い
う
よ
う
に

求
人
倍
率
に
格
差
が
明
確
に
存
在
す
る
状
況
で
す
。
こ

の
よ
う
な
学
生
の
取
り
合
い
と
も
い
え
る
状
況
下
、
優

秀
人
材
の
確
保
を
目
的
に
、
２
０
２
２
年
度
大
学
卒
初

任
給
平
均
21
万
２
１
２
９
円
（「
２
０
２
２
年
度
決
定

初
任
給
の
最
終
結
果
」
一
般
財
団
法
人
労
務
行
政
研
究

所
）
に
対
し
て
、
25
万
円
〜
30
万
円
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

初
任
給
の
大
幅
引
き
上
げ
を
２
０
２
３
年
３
月
時
点
で

公
表
し
て
い
る
企
業
が
複
数
出
て
き
て
い
ま
す
。
今
後

は
企
業
が
〝
選
ば
れ
る
側
〞
へ
採
用
政
策
を
切
り
替
え

る
流
れ
が
進
ん
で
い
き
そ
う
で
す
。

＊　
＊　
＊　
＊　

次
回
は
、「
安
全
配
慮
義
務
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
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第35回

今
回
は
安
全
配
慮
義
務
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

安
全
配
慮
義
務
と
は
、
労
働
者
が
安
全
に
働
け
る
よ
う

に
使
用
者
（
事
業
主
や
事
業
の
経
営
担
当
者
な
ど
）
が

配
慮
し
必
要
な
措
置
を
実
施
す
べ
き
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

安
全
配
慮
義
務
を
使
用
者
が
負
う
べ
き
理
由

ま
ず
は
、
な
ぜ
使
用
者
に
安
全
配
慮
義
務
が
課
さ
れ

て
い
る
か
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

安
全
配
慮
義
務
は
、
労
働
契
約
法
第
５
条
に
、「
使

用
者
は
、
労
働
契
約
に
伴
い
、
労
働
者
が
そ
の
生
命
、

身
体
等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
労
働
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
必
要
な
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
企
業
が
労
働
者
の
安
全

配
慮
を
行
う
の
は
あ
た
り
前
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

実
は
同
法
第
５
条
が
施
行
さ
れ
た
の
は
２
０
０
８
（
平

成
20
）年
３
月
１
日
。
そ
れ
ま
で
は
、
判
例
を
通
し
て

安
全
配
慮
が
使
用
者
の
義
務
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

例
え
ば
、「
陸
上
自
衛
隊
事
件
」※１
と「
川か

わ

義ぎ

事
件
」※２

の
判
決
の
な
か
で
、
労
働
者
は
、
使
用
者
が
指
定
し
た

場
所
に
配
置
さ
れ
、
使
用
者
の
供
給
す
る
設
備
、
器
具

な
ど
を
用
い
て
労
働
に
従
事
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、労
働
契
約
の
内
容
と
し
て
具
体
的
に
定
め
ず
と
も
、

労
働
契
約
に
と
も
な
い
信
義
則
※3
上
当
然
に
、
使
用
者

は
労
働
者
に
対
し
て
安
全
配
慮
義
務
を
負
う
と
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
民
法
な
ど
で
は
規
定
が
な
か
っ

た
た
め
、
労
働
契
約
法
第
５
条
で
明
文
化
さ
れ
た
と
い

う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
労
働
契
約
法
上
で
明
文
化
さ
れ

る
前
か
ら
、〝
信
義
則
上
当
然
に
〞
と
あ
る
よ
う
に
、

労
働
契
約
を
結
ん
だ
時
点
で
、
労
働
契
約
上
特
段
の
定

め
が
な
く
と
も
、
使
用
者
は
誠
実
に
労
働
者
の
安
全
の

確
保
や
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
と
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

安
全
に
配
慮
す
る
た
め
の
措
置
は
さ
ま
ざ
ま

次
に
、
ど
の
よ
う
な
措
置
が
必
要
に
な
る
か
に
つ
い

て
み
て
い
き
ま
す
。
法
令
上
に
は
と
る
べ
き
措
置
の
具

体
的
な
定
め
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
の
通
達
で
あ
る

「
労
働
契
約
法
の
施
行
に
つ
い
て
」（
基
発
０
８
１
０
第

２
号
）
に
は
、

・
第
５
条
の「
生
命
、
身
体
等
の
安
全
」に
は
心
身
の

健
康
も
含
ま
れ
る
。

・
第
５
条
の「
必
要
な
配
慮
」と
は
、
一
律
に
定
ま
る

も
の
で
は
な
く
、
労
働
者
の
職
種
、
労
務
内
容
、
労

務
提
供
場
所
等
の
具
体
的
な
状
況
に
応
じ
て
必
要
な

配
慮
を
す
る
こ
と
。

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
象
者
（
労
働
者
）

に
つ
い
て
は
、直
接
雇
用
し
て
い
る
従
業
員
の
ほ
か
、

自
社
で
働
く
派
遣
労
働
者
や
下
請
け
企
業
の
従
業
員
な

「安全配慮義務」

※1　 陸上自衛隊事件（最高裁昭和50年２月25日第三小法廷判決）…陸上自衛隊員が、自衛隊内の車両整備工場で車両整備中、後退してきたトラックに
ひかれて死亡した事例で、国の公務員に対する安全配慮義務を認定した事件

※2　 川義事件（最高裁昭和59年４月10日第三小法廷判決）…宿直勤務中の従業員が強盗に殺害された事例で、会社に安全配慮義務の違背に基づく損害
賠償責任があるとされた事件

※3　 権利の行使や義務の履行にあたり、信義に従い誠実に行わなければならないとする原則
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ど
も
含
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
要
な
措
置
は

各
々
の
企
業
な
ど
が
独
自
で
考
え
対
応
す
べ
き
と
あ
り

ま
す
が
、
一
般
的
な
措
置
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
労
働
時
間
管
理
…
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
の
抑

制
、
特
に
過
労
死
ラ
イ
ン
と
よ
ば
れ
る
80
時
間
超

（
２
〜
６
カ
月
平
均
）〜
１
０
０
時
間
超
（
１
カ

月
）
の
時
間
外
・
休
日
労
働
の
撲
滅
、
勤
務
間
イ
ン

タ
ー
バ
ル
制
度（
勤
務
終
了
後
に
一
定
時
間〈
８
〜

12
時
間
程
度
〉
の
休
憩
時
間
を
設
け
る
努
力
義
務
）

の
導
入
、
客
観
的
な
労
働
時
間
の
把
握
・
記
録
、
管

理
監
督
者
な
ど
へ
の
教
育

②
健
康
管
理
…
定
期
的
な
健
康
診
断
の
実
施
と
受
診
率

の
向
上
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

な
ど
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
防
止
、
産
業

医
な
ど
に
よ
る
健
康
指
導
の
充
実

③
職
場
環
境
の
管
理
…
職
場
内
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
、
安
全
衛
生
管
理
体
制

の
構
築
、
安
全
・
衛
生
設
備
の
導
入
や
安
全
衛
生
教

育
の
実
施
に
よ
る
事
故
・
疾
病
の
撲
滅
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
感
染
症
対
策
の
実
施

ま
た
、
60
歳
以
上
の
高
年
齢
労
働
者
に
対
す
る
安
全

配
慮
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、「
令
和
３
年
『
労
働
安

全
衛
生
調
査（
実
態
調
査
）』
の
概
況
」
の
高
年
齢
労

働
者
に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
対
策
の
状
況
が
参
考
に

な
り
ま
す
。
図
表（
一
部
抜
粋
）を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

安
全
配
慮
義
務
違
反
は
リ
ス
ク
が
高
い

労
働
契
約
法
第
５
条
に
は
特
別
な
罰
則
規
定
が
な
い

た
め
、
措
置
を
と
ら
な
い
こ
と
自
体
に
つ
い
て
企
業
な

ど
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
科
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
安
全
配
慮
を
怠
る
こ
と
で
、
最
悪
の
ケ
ー
ス

で
は
労
働
災
害
（
仕
事
や
通
勤
を
理
由
と
し
て
傷
病
や

死
亡
す
る
こ
と
）に
つ
な
が
り
、
労
働
者
か
ら
安
全
配

慮
義
務
違
反
と
し
て
訴
え
ら
れ
、
損
害
賠
償
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
配
慮
を
怠
る
こ
と
で
労
働
基
準
法
な
ど

の
法
令
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
当
該
法
令
に
基

づ
く
罰
則
の
適
用
や
行
政
機
関
か
ら
の
是
正
勧
告
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
に
よ
り

企
業
名
が
世
間
に
周
知
さ
れ
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
ダ
ウ

ン
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。
実
施
す
べ
き
措

置
が
法
令
上
で
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

取
組
み
に
対
す
る
企
業
な
ど
の
温
度
差
が
発
生
し
が
ち

な
部
分
で
は
あ
り
ま
す
が
、
怠
っ
た
と
き
の
リ
ス
ク
が

容
易
に
想
定
で
き
る
た
め
、
他
社
の
事
例
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
の
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
。

＊　
＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
２
０
２
５
年
問
題
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

出典：厚生労働省「令和３年『労働安全衛生調査（実態調査）』の概況」（令和４年７月５日）

注： 1） [　]は、全事業所のうち、60歳以
上の高年齢労働者が従事している事業
所の割合である。　

　　 2）「60歳以上の高年齢労働者が従事
している事業所計」には、「高年齢労働
者に対する労働災害防止対策の取組
の有無不明」を含む。

図表　60歳以上の高年齢労働者に対する労働災害防止対策の取組の有無及び取組内容別事業所割合 （単位：％）

区分 60歳以上の高年齢労働者が従事
している事業所計1)2)

高年齢労働者に対す
る労働災害防止対策
に取り組んでいる

労働災害防止対策の取組内容（複数回答）
手すり、滑り止め、
照明、標識等の設置、
段差の解消等を実施

作業スピード、作業
姿勢、作業方法等の
変更

作業前に体調不良等
の異常がないかを確
認

健康診断の結果を踏
まえて就業上の措置
を行っている

令和３年 　[75.6]｠ 100.0｠ 　78.0 20.2 18.3 36.1 30.6
令和２年 [74.6]｠ 100.0｠ 81.4 20.7 16.9 38.7 34.8

区分

労働災害防止対策の取組内容（複数回答）

医師等による面接
指導等の健康管理
を重点的に行って
いる

健康診断実施後に
基礎疾患に関する
相談・指導を行っ
ている

定期的に体力測定を
実施し、本人自身の
転倒、墜落・転落等
の労働災害リスクを
判定し、加齢に伴う
身体的変化を本人に
認識させている

高年齢労働者の身体
機能の低下の防止の
ための活動を実施し
ている

加齢に伴い身体機
能・精神機能の変化
と災害リスク、機能
低下の予防の必要性
について教育を行っ
ている

本人の身体機能、体
力等に応じ、従事す
る業務、就業場所等
を変更

高所等の危険場所で
の作業や他の労働者
に危険を及ぼすおそ
れのある作業（機械
の運転業務等）に従
事させないようにし
ている

令和３年 6.4 16.5｠ 　4.0 4.7 6.2 41.4 16.2
令和２年 7.4｠ 19.4｠ 3.8 4.6 6.2 45.7 16.3

区分

労働災害防止対策の取組内容（複数回答）
体調異変に備え
て、できるだけ単
独作業にならない
ようにしている

時間外労働の制
限、所定労働時間
の短縮等

深夜業の回数の減少
又は昼間勤務への変
更

その他
高年齢労働者に対す
る労働災害防止対策
に取り組んでいない

令和３年 16.2 27.7｠ 　9.8 1.9 19.9
令和２年 18.3｠ 32.9｠ 10.9 1.5 16.8
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第36回

２
０
２
５
年
は

今
後
想
定
さ
れ
る
問
題
の
一
つ
の
起
点

２
０
２
５
年
問
題
と
は
、
団
塊
の
世
代
（
１
９
４
７

〜
１
９
４
９
年
生
）の
層
が
75
歳
以
上
と
な
る
こ
と
に

よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
問
題
の
こ
と
を
さ
し
ま
す
。

こ
の
問
題
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
日
本
の
人

口
の
変
化
に
つ
い
て
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

図
表
の
グ
ラ
フ
で
は
、
吹
き
出
し
で
〝
団
塊
の
世
代
〞

と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
部
分
が
２
０
２
０
年
に
お
い
て

も
っ
と
も
長
い
棒
グ
ラ
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
第

一
次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
（
新
生
児
の
出
生
が
一
時
的
に
急
増

す
る
）
期
に
生
ま
れ
た
世
代
で
、
日
本
の
年
齢
別
人
口
に

お
い
て
も
っ
と
も
層
の
厚
い
世
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
65
歳
以
上
を
高
齢
者
と
し
て
、
65
〜
74

歳
を
前
期
高
齢
者
、
75
歳
以
上
を
後
期
高
齢
者
と
し
て

い
ま
す
が
、
隣
り
の
２
０
２
５
年
に
目
を
向
け
る
と
、

団
塊
の
世
代
の
推
移
を
示
す
矢
印
が
後
期
高
齢
者
の
層

に
移
動
し
、
全
員
が
後
期
高
齢
者
に
な
る
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
人
口
の
う
ち
の
比
率
で
み
る
と
後
期

高
齢
者
が
18
％
、
前
期
高
齢
者
が
12
％
、
高
齢
者
合
計

で
30
％
に
到
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

図
表
の
右
側
を
見
て
い
く
と
２
０
４
０
年
に
は
後
期
高

齢
者
は
人
口
・
比
率
と
も
に
さ
ら
に
増
え
、
２
０
６
５

年
に
は
人
口
は
減
る
も
の
の
比
率
は
26
％（
高
齢
者
全

体
で
は
39
％
）と
上
昇
を
続
け
て
い
ま
す
。

な
お
、総
人
口
に
つ
い
て
は
、２
０
２
０
（
令
和
２
）

年
の
１
億
２
６
１
５
万
人
か
ら
、
２
０
６
５
年
に
は
８

８
０
８
万
人
と
、
30
％
以
上
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
総
人
口
が
急
激
に
減
少
し
て
い
く

な
か
で
、
高
齢
者（
特
に
後
期
高
齢
者
）
の
比
率
が
高

ま
っ
て
い
く
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。〝
２
０
２
５

年
〞
は
あ
く
ま
で
問
題
の
一
つ
の
起
点
で
あ
り
、
継
続

し
て
い
く
も
の
と
と
ら
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
２
０
２
５
年
問
題
」
で
指
摘
さ
れ
る

主
要
な
問
題
点

後
期
高
齢
者
が
増
え
続
け
る
こ
と
に
よ
る
、
人
事
に

か
か
わ
る
主
要
な
問
題
点
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

①
い
っ
そ
う
の
人
手
不
足

図
表
を
再
び
参
照
す
る
と
、
現
在
の
日
本
の
労
働
力

の
中
心
で
あ
る
20
〜
64
歳
の
層
は
２
０
２
０
年
と
比
較

し
て
、
２
０
４
０
年
に
は
１
３
９
５
万
人
、
２
０
６
５

年
に
は
２
７
４
９
万
人
減
少
し
、
総
人
口
の
50
％
を
割

り
込
む
推
計
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
「
正
社
員

が
不
足
し
て
い
る
」
と
答
え
る
企
業
は
66
・
５
％
（
東

京
商
工
リ
サ
ー
チ「
２
０
２
３
年
企
業
の『
人
手
不
足
』

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」）に
上
っ
て
お
り
、
人

手
不
足
に
よ
り
事
業
継
続
が
困
難
に
な
る
と
倒
産
に
至

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が（
人
手
不
足
倒
産
）、２
０
２
２

年
度
で
は
１
４
０
件
と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク「
全
国
企
業
倒
産
集
計
２
０
２
２
年
」）。
今

「2025年問題」
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後
、
景
気
の
大
幅
な
減
退
や
産
業
構
造
の
変
革
が
な
い

か
ぎ
り
、
こ
の
人
手
不
足
感
は
よ
り
い
っ
そ
う
高
ま
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
医
療
費
・
介
護
費
用
の
増
大

「
２
０
４
０
年
を
見
据
え
た
社
会
保
障
の
将
来
見
通

し
（
議
論
の
素
材
）」（
内
閣
官
房
・
内
閣
府
・
財
務
省
・

厚
生
労
働
省　
平
成
30
年
５
月
21
日
）
の
社
会
保
障
給

付
費
の
高
齢
者
に
か
か
わ
る
部
分
を
抜
粋
す
る
と
、
２

０
１
８
年
は
介
護
10
・
７
兆
円
、
医
療
39
・
２
兆
円
、

年
金
56
・
７
兆
円
が
、
２
０
２
５
年
※1
に
は
介
護
15
兆

円
程
度
、
医
療
48
兆
円
程
度
、
年
金
60
兆
円
程
度
、
２

０
４
０
年
※1
に
は
介
護
25
兆
円
程
度
、
医
療
70
兆
円
程

度
、
年
金
73
兆
円
程
度
と
か
な
り
の
増
加
が
推
計
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
公
的
介
護
保
険
制
度
の
適
用
対

象
は
原
則
65
歳
以
上
、
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
が
６

歳
以
上
70
歳
未
満
は
３
割
負
担
の
と
こ
ろ
、
70
〜
74
歳

は
原
則
２
割
負
担
、
75
歳
以
上
は
原
則
１
割
負
担
、
年

金
給
付
年
齢
は
原
則
65
歳
か
ら
と
高
齢
者
の
増
加
に
と

も
な
い
負
担
増
大
が
確
実
に
見
込
ま
れ
る
制
度
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
理
由
で
す
。

「
２
０
２
５
年
問
題
」
へ
の
対
応

こ
れ
ら
の
問
題
へ
の
政
府
の
対
応
と
し
て
、
問
題
点

①
で
は
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基
づ
く
65
歳
ま
で

の
雇
用
確
保
措
置
の
義
務
化
が
２
０
２
５
年
に
完
全
実

施
※2
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
の
努
力
義
務
化
が

２
０
２
１
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
健
康

経
営
®
の
推
進
や
残
業
時
間
の
規
制
が
強
化
さ
れ
る

な
ど
、健
康
を
維
持
し
な
が
ら
働
け
る
環
境
を
整
備
し
、

高
齢
者
の
労
働
力
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
で
き
る
期
間
」
で
あ
る
健
康
寿
命
が
、
男
性

72
・
68
歳
、
女
性
75
・
38
歳
（
厚
生
労
働
省
「
健
康
日

本
21（
第
二
次
）
推
進
専
門
委
員
会
」（
令
和
元
年
））

と
さ
れ
る
な
か
、
65
歳
以
上
を
高
齢
者
と
し
て
定
義
す

る
こ
と
や
、
75
歳
以
上
を
働
け
な
い
層
と
す
る
前
提
が

現
状
と
あ
っ
て
い
な
い
と
い
う
議
論
も
あ
り
、
今
後
は

働
け
る
能
力
に
応
じ
た
就
業
や
負
担
の
環
境
整
備
が

い
っ
そ
う
進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
問
題
点
②
で
は
、
後
期
高
齢
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
な
か
で
、
75
歳
以
上
の
自
己
負
担
割
合
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
、
２
０
２
１
年
の
健
康
保
険
法
等
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
２
０
２
２
年
10
月
よ
り
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
自
己
負
担
割
合
が
２
割

に
変
更
さ
れ
ま
し
た（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
負
担
）。

ま
た
、
令
和
6
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
介
護
保
険
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負
担
を
所
得
に

応
じ
た
負
担
に
見
直
す
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
２
０
２

２
年
に
本
格
議
論
が
さ
れ
ま
し
た（
現
在
も
検
討
中
）。

次
回
は
、「
人
的
資
本
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

※1　将来見通しについては、現状投影と計画ベースで数値が異なるため、○○程度とした
※2　2025年 3月31日の経過措置終了にともなうもの
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2020 年（実績） 2065年（推計）2040年（推計）
総人口　1億1,092万人 総人口　8,808万人総人口　1億2,615万人

2025 年（推計）
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総人口　1億2,254万人

75 歳～　
　1,860 万人（15％）

65～ 74歳　
　1,742 万人（14％）

20～ 64歳　
　6,938 万人（55％）

～ 19歳　
　2,074 万人（16％）

75歳～　
　2,180 万人（18％）

65～ 74歳　1,497 万人（12％）

20～ 64歳　
　6,635 万人（54％）

～ 19歳　
　1,943 万人（16％）

75歳～　
　2,239 万人（20％）

65～ 74歳　
　1,681 万人（15％）

20～ 64歳　
　5,543 万人（50％）

～ 19歳　
　1,629 万人（15％）

75歳～　
　2,248 万人（26％）

65～ 74歳　
　1,133 万人（13％）

20～ 64歳　
　4,189 万人（48％）

～ 19歳　
　1,237 万人（14％）

団塊世代
（1947～
49年生まれ）

団塊ジュニア
世代

（1971～
74年まれ）

出典： 実績値（2020年）は総務省統計局「国勢調査」、推計値（2025年、2040年、2065年）は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計
人口（平成29年推計）出生中位・死亡中位推計」（各年10月1日現在人口）により厚生労働省政策統括官付政策統括室において作成

※ 2020年の実績値は、図に掲載している推計値の後に公表されたものであることに留意が必要である

図表　人口ピラミッドの変化（20～64歳区分を含む）
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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。

2023.8

第37回

人
的
資
本
は
、
２
０
２
０（
令
和
２
）年
９
月
に
経

済
産
業
省
が
人
材
戦
略
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
し
た

「
人
材
版
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
」（
以
下
、
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
）※1

を
公
表
し
て
以
降
、
注
目
度
が
高
ま
っ
た
用
語
で
す
。

本
稿
で
は
、
用
語
の
定
義
や
背
景
、
取
組
み
に
つ
い
て

基
本
的
な
点
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

人
は
〝
資
源
〞
で
は
な
く
〝
資
本
〞

人
的
資
本
と
は
何
か
で
す
が
、「
人
的
資
本
可
視
化
指

針
」※2
と
い
う
資
料
に
は
「
人
材
が
、
教
育
や
研
修
、
日
々

の
業
務
等
を
通
じ
て
自
己
の
能
力
や
経
験
、
意
欲
を
向

上
・
蓄
積
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
創
造
に
資
す
る
存
在

で
あ
り
、
事
業
環
境
の
変
化
、
経
営
戦
略
の
転
換
に
と

も
な
い
内
外
か
ら
登
用
・
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
価
値
を
創
造
す
る
源
泉
で
あ
る
『
資
本
』
と
し
て

の
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
表
現
で
あ
る
」
と

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
い
う
と
、
人
材
に
投
資

す
る
こ
と
で
人
材
価
値
を
引
き
出
し
、
持
続
的
な
企
業

の
成
長
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
企
業
と
し

て
組
織
的
に
行
う
こ
と
を
人
的
資
本
経
営
と
い
い
ま
す
。

人
的
資
本
と
似
て
非
な
る
用
語
で
あ
る
人
的
資
源（
企

業
経
営
の
た
め
に
人
や
個
人
の
ス
キ
ル
・
能
力
を
管
理

し
活
用
し
て
い
く
考
え
方
）
と
の
違
い
に
着
目
す
る
と
わ

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
違
い
は
、
人
的
資

源
は
人
材
を
「
管
理
・
コ
ス
ト
」
対
象
と
し
て
と
ら
え
ま

す
が
、
人
的
資
本
で
は
人
材
を
「
価
値
創
造
・
投
資
」

と
し
て
と
ら
え
る
点
に
あ
り
ま
す
。
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
で

は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目
的
を
人
的
資
源
か
ら
人

的
資
本
に
変
え
る
こ
と
で
、人
事
の
位
置
づ
け
が
人
事
諸

制
度
の
運
用
改
善
か
ら
持
続
的
な
企
業
価
値
の
向
上
へ

変
化
す
る
こ
と
や
、主
導
者
が
人
事
部
か
ら
経
営
陣
に
変

わ
る
こ
と
、
雇
用
が
終
身
雇
用
か
ら
企
業
・
応
募
者
間

で
選
び
選
ば
れ
る
関
係
に
な
る
な
ど
の
〝
人
事
全
般
の

変
革
〞に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
的
資
本
へ
の
転
換
は

環
境
変
化
対
応
に
不
可
欠

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
人
的
資
本
へ
の
転
換
の
必
要
性
が

説
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
に
は

近
年
の
社
会
や
企
業
を
取
り
巻
く
大
き
な
環
境
変
化
が

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
・
人
生
１
０
０
年
時
代
（
少
子

高
齢
化
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
取
り

上
げ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
環
境
変
化
も
速
度
が
激
し

く
、
従
来
の
常
識
や
成
功
体
験
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
と

対
応
し
き
れ
ず
に
、
と
も
す
れ
ば
社
会
全
体
が
淘
汰
さ

れ
て
し
ま
う
と
い
う
危
機
感
が
年
々
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。
正
解
が
見
出
し
に
く
い
状
況
下
で
、
危
機
を
打
破

で
き
る
の
は
柔
軟
な
発
想
で
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
変

革
で
き
る
人
材
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
力
を
最
大
限
に
引

き
出
し
、
企
業
も
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
創
造
的
か
つ
柔

「人的資本」

※1　正式名称は、「持続的な企業価値の向上と人的資本に関する研究会報告書～人材版伊藤レポート～」
※2　内閣官房「人的資本可視化指針」（2022年8月）
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人
的
資
本
は
、
２
０
２
０（
令
和
２
）年
９
月
に
経

済
産
業
省
が
人
材
戦
略
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
言
し
た

「
人
材
版
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
」（
以
下
、
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
）※1

を
公
表
し
て
以
降
、
注
目
度
が
高
ま
っ
た
用
語
で
す
。

本
稿
で
は
、
用
語
の
定
義
や
背
景
、
取
組
み
に
つ
い
て

基
本
的
な
点
を
解
説
し
て
い
き
ま
す
。

人
は
〝
資
源
〞
で
は
な
く
〝
資
本
〞

人
的
資
本
と
は
何
か
で
す
が
、「
人
的
資
本
可
視
化
指

針
」※2
と
い
う
資
料
に
は
「
人
材
が
、
教
育
や
研
修
、
日
々

の
業
務
等
を
通
じ
て
自
己
の
能
力
や
経
験
、
意
欲
を
向

上
・
蓄
積
す
る
こ
と
で
付
加
価
値
創
造
に
資
す
る
存
在

で
あ
り
、
事
業
環
境
の
変
化
、
経
営
戦
略
の
転
換
に
と

も
な
い
内
外
か
ら
登
用
・
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
価
値
を
創
造
す
る
源
泉
で
あ
る
『
資
本
』
と
し
て

の
性
質
を
有
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
表
現
で
あ
る
」
と

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。
簡
単
に
い
う
と
、
人
材
に
投
資

す
る
こ
と
で
人
材
価
値
を
引
き
出
し
、
持
続
的
な
企
業

の
成
長
に
つ
な
げ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。
企
業
と
し

て
組
織
的
に
行
う
こ
と
を
人
的
資
本
経
営
と
い
い
ま
す
。

人
的
資
本
と
似
て
非
な
る
用
語
で
あ
る
人
的
資
源（
企

業
経
営
の
た
め
に
人
や
個
人
の
ス
キ
ル
・
能
力
を
管
理

し
活
用
し
て
い
く
考
え
方
）
と
の
違
い
に
着
目
す
る
と
わ

か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
。
大
き
な
違
い
は
、
人
的
資

源
は
人
材
を
「
管
理
・
コ
ス
ト
」
対
象
と
し
て
と
ら
え
ま

軟
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
課
題
認
識

が
人
的
資
本
へ
の
転
換
の
必
要
性
の
背
景
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
従
来
の
日
本
企
業
の
人
事
は
管
理
の
側
面

が
強
く
、
環
境
変
化
へ
十
分
に
対
応
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
反
省
も
背
景
と
し
て
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
お

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

人
的
資
本
の
実
践
に
向
け
て
何
を
す
べ
き
か

定
義
と
背
景
を
押
さ
え
た
と
こ
ろ
で
、
人
的
資
本
の

実
践
に
向
け
て
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。２
０
２
２
年
５
月
に
公
開
さ
れ
た「
人

材
版
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
２
・
０
」
で
は
、
図
表
の
よ
う
に

八
つ
の
取
組
み
視
点
と
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
項
目
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
伊
藤
レ
ポ
ー
ト
２
・

０
を
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、
図
表
で

概
要
は
つ
か
め
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
取
組
み
内

容
の
策
定
と
実
践
に
あ
た
り
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
た
め
こ
こ
で
記
載
し
ま
す
。

・
事
業
内
容
や
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
有
効
な
打
ち

手
は
異
な
る
た
め
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
的
に
取
り
組

む
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

・
最
も
重
要
な
視
点
は
「
経
営
戦
略
と
人
材
戦
略
の
連

動
」
で
あ
り
、
こ
こ
に
掲
げ
る
取
組
み
に
着
手
す
る

こ
と
が
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
。

・
課
題
を
特
定
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
、
改
善
を
重
ね

※3　開示にあたり求められる内容については、根拠法に基づく

て
い
く
絶
え
間
な
い
サ
イ
ク
ル
を
中
長
期
的
な
観
点

で
実
施
す
る
こ
と
。

特
に
、「
経
営
戦
略
と
人
材
戦
略
の
連
動
」
は
、
人

的
資
本
の
趣
旨
に
則
れ
ば
、
環
境
変
化
が
激
し
い
な
か

で
企
業
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、
経
営
戦
略
と
そ
れ

を
実
現
す
る
た
め
の
人
材
戦
略
を
表
裏
一
体
で
策
定

し
、
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
個
別
の
取

組
み
施
策
を
考
え
る
よ
り
も
は
る
か
に
む
ず
か
し
い
の

で
す
が
、
社
内
で
最
も
時
間
と
労
力
を
か
け
て
検
討
す

べ
き
部
分
と
な
り
ま
す
。

取
組
み
内
容
の
策
定
と
実
践
に
並
行
し
て
重
要
な
の

は
、
内
容
や
結
果
を
可
視
化
し
て
、
投
資
家
や
社
員
に

示
す
こ
と
で
す
。
社
内
外
の
目
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
真
剣
に
実
践
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
特
に
、

上
場
企
業
に
お
い
て
は
今
後
、
企
業
を
持
続
的
に
成
長

さ
せ
て
い
け
る
か
ど
う
か
を
投
資
家
が
判
断
す
る
た
め

の
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
２
０
２
３

年
３
月
期
の
有
価
証
券
報
告
書
よ
り
、
女
性
管
理
職
比

率
、男
性
育
児
休
業
取
得
率
、男
女
間
賃
金
差
異
の
ほ
か
、

人
材
育
成
方
針
、
社
内
環
境
整
備
方
針
お
よ
び
こ
れ
ら

に
関
す
る
指
標
を
用
い
た
目
標
・
実
績
な
ど
の
項
目
に

つ
い
て
、
人
的
資
本
の
情
報
を
記
載
す
る
よ
う
義
務
づ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
※3
。
個
社
別
の
取
組
み

内
容
や
状
況
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
こ
の
開
示
情
報
が

参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

次
回
は「
就
業
機
会
の
確
保
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

出典：内閣官房（2022）「人的資本可視化指針」

図表　「人材版伊藤レポート2.0」の全体像

１．経営戦略と人材戦略を連動させるための取組
①CHROの設置
②全社的経営課題の抽出
③ KPI の設定、背景・理由の説明
④人事と事業の両部門の役割分担の検証、人事部門のケイパビリティ向上
⑤サクセッションプランの具体的プログラム化
（ア）20・30代からの経営人材選抜、グローバル水準のリーダーシップ開発
（イ）候補者リストには経営者の経験を持つ者を含める
⑥指名委員会委員長への社外取締役の登用
⑦役員報酬への人材に関する KPI の反映

２．「As is - To be ギャップ」の定量把握のための取組
①人事情報基盤の整備
②動的な人材ポートフォリオ計画を踏まえた目標や達成までの期間の設定
③定量把握する項目の一覧化
３．企業文化への定着のための取組
①企業理念、企業の存在意義、企業文化の定義
②社員の具体的な行動や姿勢への紐付け
③CEO・CHROと社員の対話の場の設定

（出所） 経済産業省「人的資本経営の実現に向けた検討会報告書｣（人材版伊藤レ
ポート2.0）（2022年５月）を基に作成。

４．動的な人材ポートフォリオ計画の策定と運用
①将来の事業構想を踏まえた中期的な人材ポートフォリオのギャップ分析
②ギャップを踏まえた、平時からの人材の再配置、外部からの獲得
③学生の採用・選考戦略の開示
④博士人材等の専門人材の積極的な採用
５．知・経験のダイバーシティ＆インクルージョンのための取組
①キャリア採用や外国人の比率・定着・能力発揮のモニタリング
②課長やマネージャーによるマネジメント方針の共有
６．リスキル・学び直しのための取組
①組織として不足しているスキル・専門性の特定
②社内外からのキーパーソンの登用、当該キーパーソンによる社内でのスキル伝播
③リスキルと処遇や報酬の連動
④社外での学習機会の戦略的提供（サバティカル休暇、留学等）
⑤社内起業・出向起業等の支援
７．社員エンゲージメントを高めるための取組
①社員のエンゲージメントレベルの把握
②エンゲージメントレベルに応じたストレッチアサインメント
③社内のできるだけ広いポジションの公募制化
④副業・兼業等の多様な働き方の推進
⑤健康経営への投資とWell-being の視点の取り込み
８．時間や場所にとらわれない働き方を進めるための取組
①リモートワークを円滑化するための、業務のデジタル化の推進
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第38回

就
業
機
会
の
確
保
と
は
「
仕
事
に
就
け
る
機
会
を
確

実
に
手
に
入
れ
る
こ
と
」
を
い
い
ま
す
が
、
人
事
で
は

「
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
」
と
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
用
語
で
す
。
本
稿
で
も
高
年
齢
者
雇
用
に
特
化

し
て
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
の

選
択
肢
は
さ
ま
ざ
ま

高
齢
者
の
雇
用
推
進
や
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
を
図

る
た
め
の
法
律
と
し
て
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
※１
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
60
歳
以
上
の
雇
用
に
つ
い
て
、
大

き
く
二
つ
の
定
め
を
し
て
い
ま
す
※２
。

一
つ
目
は
、65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
（
義
務
）
で
す
。

こ
こ
で
は
、
事
業
主
に
対
し
て
60
歳
未
満
の
定
年
禁
止

と
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置
を
義
務
と
し
て
実
施
す

べ
き
と
定
め
て
い
ま
す
。
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
に
つ

い
て
は
、
①
65
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ
、
②
定
年
制
の

廃
止
、
③
65
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
（
雇
用
し
て
い

る
高
齢
者
を
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
定
年
後
も
引
き
続

い
て
雇
用
す
る
、「
再
雇
用
」
な
ど
の
制
度
）
の
い
ず

れ
か
の
措
置
を
と
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
65
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確

保
（
努
力
義
務
）
で
す
。
こ
こ
で
は
、
事
業
主
は
次
の

い
ず
れ
か
の
措
置
を
と
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
こ
と
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
①
70
歳
ま
で
の
定
年
引
上
げ
、

②
定
年
制
の
廃
止
、
③
70
歳
ま
で
の
継
続
雇
用
制
度
、

④
70
歳
ま
で
継
続
的
に
業
務
委
託
契
約
を
締
結
す
る
制

度
の
導
入
、⑤
70
歳
ま
で
継
続
的
に
社
会
貢
献
事
業（
事

業
主
が
自
ら
実
施
す
る
社
会
貢
献
事
業
、
事
業
主
が
委

託
・
出
資
等
す
る
団
体
が
行
う
社
会
貢
献
事
業
）
に
従

事
で
き
る
制
度
の
導
入
の
五
つ
で
す
。

①
〜
③
は
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
と
年
齢
が
異
な
る

だ
け
で
同
一
の
内
容
に
見
え
ま
す
が
、
③
の
継
続
雇
用

に
つ
い
て
は
継
続
雇
用
の
範
囲
が
65
歳
未
満
は
自
社
ま

た
は
特
殊
関
係
事
業
主
（
自
社
の
子
法
人
、
親
法
人
、

関
連
法
人
等
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
65
歳
以
上
70
歳

未
満
は
こ
れ
ら
に
加
え
、
特
殊
関
係
事
業
主
以
外
の
他

社
も
範
囲
に
含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
④
⑤
に
つ
い
て
は
65

歳
ま
で
の
雇
用
確
保
に
は
な
い
選
択
肢
で
す
。
ま
た
、

①
〜
③
は
直
接
雇
用
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
④
⑤
は
雇

用
は
し
な
い
も
の
の
就
業
機
会
を
提
供
す
る
と
い
う
点

が
異
な
り
ま
す
。
特
に
④
に
つ
い
て
は
、
事
例
と
し
て

も
実
際
に
増
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
個
人
事
業
主
と

し
て
起
業
し
、
得
意
と
す
る
業
務
の
遂
行
や
成
果
に
対

し
て
報
酬
を
受
け
取
る
業
務
委
託
契
約
を
在
籍
し
て
い

た
会
社
や
複
数
の
会
社
か
ら
得
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

す
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
雇
用
に
よ
ら
な
い
選
択
肢
を

と
る
場
合
、
事
業
主
に
は
、
制
度
に
関
す
る
計
画
を
策

定
し
過
半
数
労
働
組
合
な
ど
の
同
意
を
得
て
、
計
画
を

周
知
す
る
手
続
き
を
行
っ
た
う
え
で
、
個
々
の
高
齢
者

と
業
務
委
託
契
約
な
ど
を
締
結
す
る
創
業
支
援
等
措
置

を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「就業機会の確保」

※1　高年齢者等の雇用の安定等に関する法律
※2　本連載第２回（2020年7月号）「定年」をご参照ください　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/series.html

高
齢
者
こ
そ
柔
軟
な
働
き
方
が
必
要

働
き
方
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
る
点
が
70
歳
ま
で

の
就
業
機
会
の
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
す
が
、
こ

れ
は
高
齢
者
雇
用
を
考
え
る
う
え
で
参
考
と
な
り
ま
す
。

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
努
力
義
務
化
さ
れ

た
の
は
、
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
た

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
１
日
か
ら
と
近
年
の
こ
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い ま さ ら聞 け ない

と
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
65
歳
以
降
の

雇
用
に
つ
い
て
は
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
（
２

０
１
６
〈
平
成
28
〉
年
）、働
き
方
改
革
実
行
計
画
（
平

成
29
年
）、
成
長
戦
略
実
行
計
画（
２
０
１
９
年
）な
ど

国
の
大
き
な
方
針
を
定
め
る
計
画
や
会
議
な
ど
に
何
度

も
論
点
と
し
て
出
て
く
る
た
め
、
特
に
今
後
深
刻
化
が

見
込
ま
れ
る
人
手
不
足
解
消
の
重
要
課
題
と
し
て
考
え

ら
れ
て
き
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
共
通

し
て
い
る
の
は
、
高
齢
者
の
寿
命
や
健
康
・
身
体
能
力

の
観
点
か
ら
高
齢
者
の
就
業
率
は
現
在
よ
り
も
大
幅
に

高
い
水
準
に
な
る
余
地
が
あ
る
、
ま
た
多
く
の
高
齢
者

も
65
歳
を
超
え
て
も
働
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
の
に
、

高
齢
者
が
働
く
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
感

で
す
。
一
方
で
、
体
力
や
意
欲
差
が
大
き
く
、
介
護
な

ど
の
事
情
を
抱
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
で

の
働
き
方
を
一
律
で
押
し
つ
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
い
う
実
態
も
あ
り
ま
す
。こ
の
た
め
、高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
、
よ
り
多

く
の
継
続
的
な
就
業
を
う
な
が
し
た
い
と
い
う
意
図
が

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
の
選
択
肢
が
広
が
っ
た

背
景
に
あ
り
ま
す
。

企
業
の
対
応
状
況
は
道
半
ば

最
後
に
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
に
対
す
る

企
業
の
対
応
状
況
を
見
て
い
き
ま
す
。
改
正
高
年
齢
者

※3　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/manual.html

雇
用
安
定
法
の
施
行
か
ら
１
年
以
上
経
つ
「
令
和
４
年　

高
年
齢
者
雇
用
状
況
等
報
告
」（
厚
生
労
働
省
）
に
よ

る
と
、
70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
措
置
を
実
施
済
み
の
企

業
は
27
・
９
％
（
前
年
よ
り
２
・
３
％
増
）、
ま
た
、
図

表
を
参
照
す
る
と
66
歳
以
上
ま
で
働
け
る
制
度
の
あ
る

企
業
の
な
か
で
も
、
基
準
該
当
者
66
歳
以
上
の
継
続
雇

用
制
度
と
い
う
65
歳
以
上
の
希
望
者
全
員
を
必
ず
し
も

対
象
と
し
な
い
制
度
を
用
い
て
い
る
会
社
は
11
・
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
改
正
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
の
意
図
す
る
対
応
が
で
き
て
い
な
い
企

業
が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
現
状
で
は
「
努
力
義
務
」

で
あ
る
た
め
喫
緊
の
課
題
と
は
と
ら
え
て
い
な
い
企
業

が
あ
る
こ
と
と
、
対
応
は
し
た
い
が
健
康
面
や
働
き
方

の
観
点
か
ら
不
安
が
あ
り
実
行
に
移
す
の
が
不
安
と
い

う
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
後
者
の
場
合
に
は
、「
70

歳
雇
用
推
進
事
例
集
」（（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
〈
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
〉）※3
、「
シ
ニ
ア
が
輝
く

職
場
を
め
ざ
し
て
」（
東
京
都
産
業
労
働
局
）
な
ど
の

企
業
に
お
け
る
具
体
的
な
事
例
を
参
考
に
す
る
、
高
齢

者
雇
用
の
専
門
家
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
70
歳
雇
用
推
進

プ
ラ
ン
ナ
ー
や
高
年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談

や
助
言
・
提
案
を
受
け
る
こ
と
な
ど
で
、
実
施
に
向
け

た
一
歩
が
ふ
み
出
せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
「
両
立
支
援
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

高
齢
者
こ
そ
柔
軟
な
働
き
方
が
必
要

働
き
方
の
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い
る
点
が
70
歳
ま
で

の
就
業
機
会
の
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
す
が
、
こ

れ
は
高
齢
者
雇
用
を
考
え
る
う
え
で
参
考
と
な
り
ま
す
。

70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
努
力
義
務
化
さ
れ

た
の
は
、
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
た

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
４
月
１
日
か
ら
と
近
年
の
こ出典：厚生労働省「高年齢者雇用状況等報告」（2022年）

※  66 歳以上定年制度と 66歳以上の継続雇用制度の両方の制度を持つ企業は、「66歳以上定年」のみに
計上している。

※ 「その他66歳以上まで働ける制度」とは、業務委託等その他企業の実情に応じて何らかの仕組みで66
歳以上まで働くことができる制度を導入している場合を指す。

図表　66歳以上まで働ける制度のある企業の状況

301人以上
（37.1％）

21～ 300人
（41.0％）

全企業
（40.7％） 10.6％10.6％ 11.8％11.8％ 11.2％11.2％

3.9％3.9％

定年制の廃止定年制の廃止 66歳以上定年66歳以上定年
基準該当者 66歳以上の継続雇用制度基準該当者 66歳以上の継続雇用制度 その他 66歳以上まで働ける制度その他 66歳以上まで働ける制度

希望者全員 66歳以上の継続雇用制度希望者全員 66歳以上の継続雇用制度

0% 5% 15% 25% 35%10% 20% 30% 40% 45%

0.6％0.6％

4.2％4.2％ 3.4％3.4％

0.8％0.8％

3.2％3.2％

10.8％10.8％11.5％11.5％11.0％11.0％

15.3％15.3％5.1％5.1％ 15.3％15.3％
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両
立
支
援
と
は
、「
両
方
と
も
支
障
な
く
成
り
立
つ
よ

う
に
支
援
す
る
こ
と
」
を
い
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
政

府
や
企
業
が
取
組
み
を
促
進
し
て
い
る
、
仕
事
と
育
児・

介
護
の
両
立
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

両
立
支
援
は
社
会
・
企
業
・
個
人
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

ま
ず
、
個
人
の
事
情
と
と
ら
え
ら
れ
が
ち
な「
仕
事
」
と

「
育
児
・
介
護
」に
つ
い
て
、
政
府
や
企
業
が
な
ぜ
両
立
を

支
援
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。

「
今
後
の
仕
事
と
育
児
・
介
護
の
両
立
支
援
に
関
す
る

研
究
会
報
告
書
」※１
に
両
立
支
援
に
取
り
組
む
意
義
に
つ

い
て
記
載
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
は
、「
少
子
高
齢

化
に
よ
り
人
口
減
少
が
加
速
化
す
る
な
か
で
、
社
会
経

済
の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
生
産
性

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
多
様
な
人
材
が
働
き
続
け

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
」
と
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
離
職

理
由
と
し
て
大
き
い
育
児
や
介
護
の
事
情
が
発
生
し
て

も
、
労
働
者
の
希
望
に
対
応
し
つ
つ
就
業
を
継
続
で
き

る
制
度
や
環
境
整
備
と
い
っ
た
両
立
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
社
会
や
企
業
と
し
て
は
労
働
力
の
確
保
、
本
人
と

し
て
は
望
む
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。

政
府
や
企
業
が
両
立
支
援
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
出

生
率
の
減
少（
２
０
２
２〈
令
和
４
〉年
で
過
去
最
低
）、

生
産
年
齢
人
口
※２
の
減
少
（
１
９
９
５
〈
平
成
７
〉
年

を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
）
や
価
値
観
の
多
様
化
（
家
庭

事
情
・
年
齢
に
関
係
な
く
働
き
た
い
な
ど
）
と
い
っ
た

現
状
を
考
慮
す
る
と
、
社
会
・
企
業
や
本
人
の
い
ず
れ

に
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

政
府
の
取
組
み

次
に
、
政
府
と
企
業
の
具
体
的
な
取
組
み
内
容
に
つ
い

て
み
て
い
き
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
、「
関
連
法
」、「
認

定
制
度
」、「
助
成
金
」
の
三
つ
の
観
点
か
ら
両
立
支
援
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
関
連
法
に
つ
い
て
は
、「
育
児
・
介

護
休
業
法
」
が
１
９
９
1
年
に
成
立
し
て
い
ま
す
が
、
２

０
２
１
年
６
月
に
さ
ら
に
両
立
支
援
を
推
進
す
る
改
正
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
も
な
改
正
点
と
し
て
、
男
性
の
育
児

参
加
を
後
押
し
す
る
た
め
に
「
産
後
パ
パ
育
休（
出
生
時

育
児
休
業
）制
度
」が
創
設
さ
れ
、
１
歳
ま
で
の
育
児
休

業
と
は
別
に
産
後
８
週
間
以
内
に
４
週
間
（
28
日
）を
限

度
と
し
て
２
回
に
分
け
て
休
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、

原
則
１
回
ま
で
し
か
取
得
で
き
な
か
っ
た
１
歳
ま
で
の
育

児
休
業
に
つ
い
て
も
、
男
女
と
も
そ
れ
ぞ
れ
２
回
ま
で
取

得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

認
定
制
度
に
つ
い
て
は
、
企
業
に
両
立
支
援
を
推
進

す
る
動
機
づ
け
を
図
る
た
め
に
、
お
も
に
次
の
よ
う
な

認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
え
る
ぼ
し
認
定
…
女
性
の
活
躍
促
進
に
関
す
る
状
況
な

ど
が
優
良
な
企
業
を
認
定
す
る
制
度
。認
定
の
段
階
は

「両立支援」

※1　厚生労働省『今後の仕事と育児・介護の両立支援に関する研究会報告書』（2023年６月）
※2　生産年齢人口……生産労働を中心となって支える15歳から64歳の人口
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員
も
含
め
た
多
様
な
労
働
条
件
の
整
備
な
ど
に
取
り

組
む
に
あ
た
っ
て
、
①
計
画
期
間
、
②
目
標
、
③
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
対
策
の
内
容
と
実
施
時
期
を

具
体
的
に
盛
り
込
み
策
定
す
る
も
の
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置
の
実
施
…
育
児
・
介
護
休

業
法
が
対
象
と
す
る
制
度
の
利
用
を
理
由
と
し
た
解

雇
や
不
利
益
取
扱
い
な
ど
の
い
や
が
ら
せ
の
言
動

や
、
制
度
利
用
を
阻
害
す
る
言
動
な
ど
に
対
し
て
防

止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
取
組
み
と
し
て
代
表
的
な
も

の
と
し
て
は
、
先
述
の
認
定
制
度
の
取
得
（
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
メ
リ
ッ
ト
あ
り
）
の
ほ
か
、
テ
レ
ワ
ー

ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
導
入
、
法
で
定
め
る

期
間
を
超
え
た
休
暇
制
度・短
時
間
勤
務
制
度
の
充
実
、

１
時
間
単
位
の
有
給
休
暇
の
取
得
な
ど
、
育
児
や
介
護

の
事
情
に
対
応
し
や
す
い
就
業
制
度
の
導
入
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
産
業

労
働
局
の
「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
」※４
の
取
組
事
例
・
両
立
体
験
談
が
参
考
に
な
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

両
立
支
援
の
今
後
の
課
題

両
立
支
援
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
制
度
が
十
分
に
使
わ
れ
て
い
な
い
点
で
す
。
例

え
ば
、「
令
和
３
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
」
結
果
※５
に

※3　「次世代育成支援対策推進法」により従業員１０１人以上の企業には、行動計画の策定・届出、公表・周知が義務化
※4　https://www.katei-ryouritsu.metro.tokyo.lg.jp/
※5　厚生労働省『令和３年度雇用均等基本調査』（2022年７月）
※6　厚生労働省委託事業『令和元年度仕事と介護の両立等に関する実態把握のための調査研究事業報告書』（2022年3月）

よ
る
と
、
２
０
２
１
年
度
の
育
児
休
業
取
得
率
は
女
性

85
・
１
％
に
対
し
て
、
男
性
は
14
・
０
％
の
状
況
で
す
。

し
か
も
取
得
期
間
は
女
性
は
12
カ
月
〜
18
カ
月
未
満
が

最
も
多
い
の
で
す
が
、
男
性
は
５
日
〜
２
週
間
未
満
が

最
も
多
い
状
況
で
す
。
介
護
に
つ
い
て
も
、「
令
和
元

年
度
仕
事
と
介
護
の
両
立
等
に
関
す
る
実
態
把
握
の
た

め
の
調
査
研
究
事
業
報
告
書
」※６
に
よ
る
と
、
直
近
１

年
間
に
お
け
る
家
族
の
介
護
を
お
も
な
理
由
と
し
て
退

職
し
た
従
業
員
の
割
合
８
・
４
％
の
う
ち
、
退
職
前
の

介
護
休
業
制
度
の
利
用
者
は
22
・
８
％
、
介
護
休
業
以

外
の
両
立
支
援
制
度
の
利
用
者
は
10
・
９
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ら
の
理
由
と
し
て
は
、職
場
（
特
に
上
司
）

の
理
解
不
足
、
会
社
の
周
知
不
足
、
休
業
中
の
収
入
へ

の
不
安
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
の
課
題
と
し
て
は
、
介
護
に
関
す
る
両
立

支
援
が
ま
だ
ま
だ
十
分
で
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

育
児
・
介
護
休
業
法
の
近
年
の
改
正
の
メ
イ
ン
は
育
児

関
連
で
あ
り
、
ま
た
先
述
の
厚
生
労
働
省
委
託
調
査
で

も
、
介
護
の
た
め
に
勤
務
先
の
制
度
を
利
用
し
な
か
っ

た
理
由
と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
介
護
休
業
制
度
等
の
両

立
支
援
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
」
が

35
・
５
％
（
現
在
正
社
員
回
答
）
と
最
も
多
い
状
況
で

す
。
今
後
、
仕
事
と
介
護
の
両
立
が
必
要
と
な
る
従
業

員
は
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
仕
事

と
介
護
の
両
立
支
援
の
充
実
が
望
ま
れ
ま
す
。

次
回
は
、「
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
」
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

３
段
階
で
、よ
り
高
い
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

プ
ラ
チ
ナ
え
る
ぼ
し
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
く
る
み
ん
認
定
…
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
と
し

て
認
定
す
る
制
度
。
く
る
み
ん
・
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み

ん
・
ト
ラ
イ
く
る
み
ん
の
三
つ
の
認
定
が
あ
る
。

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年
度
時
点
で
両
立
支

援
等
助
成
金
と
し
て
次
の
も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
出
生
時
両
立
支
援
コ
ー
ス
（
子
育
て
パ
パ
支
援
助
成

金
）
…
男
性
労
働
者
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い

雇
用
環
境
や
業
務
体
制
整
備
を
行
い
、
産
後
８
週
間

以
内
に
開
始
す
る
連
続
５
日
以
上
の
育
児
休
業
を
取

得
さ
せ
た
中
小
企
業
事
業
主
に
支
給
。

・
介
護
離
職
防
止
支
援
コ
ー
ス
…
「
介
護
支
援
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
、
円
滑
な
介
護
休
業
の
取
得
・
復
帰

に
取
り
組
ん
だ
中
小
企
業
事
業
主
な
ど
に
支
給
。

・
育
児
休
業
等
支
援
コ
ー
ス
…
育
児
休
業
の
円
滑
な
取

得
・
職
場
復
帰
の
た
め
の
取
組
み
を
行
っ
た
事
業
主

に
支
給
。

企
業
の
施
策

企
業
の
取
組
み
と
し
て
は
、
義
務
化
さ
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

・
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
届
出
※３
…
事
業
主

が
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
る
た
め
の

雇
用
環
境
の
整
備
や
、
子
育
て
を
し
て
い
な
い
従
業
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Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
と
は
、
Ｈ
Ｒ
（H

um
an Resource

）

と
Ｄ
Ｘ
（D

igital Transform
ation

）
を
組
み
合

わ
せ
た
用
語
で
す
。

Ｄ
Ｘ
は
単
な
る
業
務
の
効
率
化
で
は
な
い

Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
の
話
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
Ｄ
Ｘ
と
は
何

か
に
つ
い
て
押
さ
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
近
年
、
報
道

や
仕
事
を
す
る
う
え
で
Ｄ
Ｘ
と
い
う
用
語
を
聞
く
機
会

は
多
い
と
思
い
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
の
定
義
は
〝
デ
ー
タ
や
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
使
っ

た
業
務
効
率
化
〞
と
い
っ
た
説
明
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

経
済
産
業
省
は
『
デ
ジ
タ
ル
ガ
バ
ナ
ン
ス・コ
ー
ド
２・

０
』※1
の
な
か
で
「
企
業
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
激
し
い

変
化
に
対
応
し
、
デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
、
顧
客
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
基
に
、
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、
業
務

そ
の
も
の
や
、
組
織
、
プ
ロ
セ
ス
、
企
業
文
化
・
風
土

を
変
革
し
、
競
争
上
の
優
位
性
を
確
立
す
る
こ
と
」
と

し
て
い
ま
す
。
業
務
効
率
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
や
仕
事
の
仕
方
、
組
織
ま
で
も
変
革
す
る
こ

と
ま
で
見
す
え
て
い
る
点
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

会
社
の
理
念
や
存
在
意
義
を
も
と
に
、
中
長
期
的
な
会

社
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
た
い
姿
（
理
想
）
を
設
定
し
、

理
想
と
現
状
の
差
分
を
解
消
す
る
一
つ
の
〝
手
段
〞
と

し
て
デ
ー
タ
や
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
そ
の
も
の
を
目
的
に

し
て
し
ま
う
と
、
や
っ
て
み
た
も
の
の
思
っ
た
ほ
ど
の

効
果
が
み
ら
れ
な
い
と
し
て
、
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
が
頓と

ん

挫ざ

し
て
し
ま
い
が
ち
に
な
る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

人
事
分
野
の
Ｄ
Ｘ
推
進
は

重
要
性
が
増
し
て
い
く

そ
れ
で
は
、
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
Ｈ
Ｒ
は
人
的
資
源
※2
や
人
材
を
さ
す
た
め
、

人
事
領
域
に
か
か
わ
る
Ｄ
Ｘ
（
人
事
Ｄ
Ｘ
）
と
い
え
ま

す
。
わ
ざ
わ
ざ
人
事
領
域
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
い
る
背

景
に
は
、
人
事
業
務
や
人
事
部
門
な
ら
で
は
の
次
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
か
ら
で
す
。

①
人
事
の
Ｉ
Ｔ
化
の
後
れ
…
Ｉ
Ｔ
へ
の
投
資
を
し
て

い
る
会
社
で
も
、
収
益
向
上
に
直
接
か
か
わ
ら
な

い
人
事
に
対
す
る
投
資
は
後
回
し
に
な
り
が
ち
に

な
っ
て
い
る
。

②
人
事
の
業
務
が
属
人
化
…
人
事
の
多
岐
に
わ
た
る

業
務
（
給
与
計
算
・
労
務
管
理
・
採
用
な
ど
）
を

少
人
数
で
に
な
っ
て
お
り
、
担
当
者
し
か
業
務
を

把
握
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

③
人
事
施
策
の
感
覚
的
実
施
…
人
の
能
力
や
適
性
な

ど
の
数
値
は
図
り
に
く
く
、
人
事
部
門
に
数
値
的

な
成
果
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
た

め
、
経
験
則
に
基
づ
く
感
覚
で
人
事
施
策
を
行
っ

て
し
ま
う
。

「HRDX」

※1　デジタルガバナンス・コード…… 企業のDXに関する自主的取組みをうながすため、デジタル技術による社会変革をふまえた経営ビジョンの策定・公表
といった経営者に求められる対応をまとめたもの。2020年11月策定、2022年9月に改訂

※ 2　人的資源……経営に不可欠といわれている資源であるヒト・モノ・カネ・情報のうち、ヒトにかかわる部分
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い ま さ ら聞 け ない

ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
が
、
人
事
領
域
に
お
い
て
は
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
も
活
用
も
後
れ
て
い
る
と
い
う
の

が
、
多
く
の
会
社
で
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
で
は
、
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
に
よ
っ
て
人
事
は
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。
最
初
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
は
人
事
業
務
の
効
率
化
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
①

②
の
理
由
も
あ
り
人
事
担
当
者
は
一
日
の
多
く
の
時
間

を
目
の
前
の
制
度
運
用
対
応
や
手
作
業
に
費
や
し
、
新

た
な
取
組
み
や
提
言
を
行
う
物
理
的
な
時
間
が
不
足
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
り
作
業
な

ど
の
時
間
が
削
減
で
き
れ
ば
、
新
た
な
取
組
み
な
ど
に

充
て
る
時
間
が
捻
出
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
人
事
に
か
か
わ
る
デ
ー
タ
を

収
集・分
析
し
、
そ
の
結
果
を
用
い
て
人
事
施
策
の
立
案・

決
定
に
活
か
し
て
い
く
こ
と（
ピ
ー
プ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク

ス
）が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
採
用
・
人
材
配
置
な

ど
は
③
で
記
載
し
た
よ
う
な
経
験
則
で
最
も
や
り
が
ち

な
施
策
で
し
た
が
、
優
秀
層
の
属
性
、
行
動
・
成
果
実

績
や
ス
キ
ル
な
ど
を
デ
ー
タ
分
析
し
、
人
材
像
を
明
確

化
し
た
う
え
で
実
施
す
る
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
そ
の
先
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
経
営
へ
の
貢
献

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
人
事
部
門
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は

人
事
諸
制
度
の
運
用
改
善
か
ら
持
続
的
な
企
業
価
値
の

向
上
へ
の
貢
献
に
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
※3
。人
的
資
本

情
報
の
把
握
（
女
性
管
理
職
比
率
、
男
女
間
賃
金
差
異

な
ど
）
の
情
報
整
理
は
も
と
よ
り
、
企
業
の
中
長
期
的

な
成
長
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を
組
み
合
わ
せ

れ
ば
達
成
で
き
る
か
（
人
材
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
）、
そ
の

た
め
に
最
適
な
採
用
や
教
育
、
働
き
方
、
組
織
風
土
は

何
か
ま
で
も
提
案
・
実
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
の
定
義
に
あ
る
会
社
の
変
革
を
人
事
面
か
ら
推
進

す
る
こ
と
が
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
の
大
き
な
ゴ
ー
ル
と
い
え
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

最
後
に
、
各
社
の
Ｄ
Ｘ
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
見

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
に
絞
っ
た
公
的

機
関
が
出
し
て
い
る
統
計
は
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、
Ｄ

Ｘ
全
般
の
統
計
に
な
り
ま
す
が
、「
令
和
４
年
版　
情

報
通
信
白
書
」（
総
務
省
）
に
よ
る
と
、
Ｄ
Ｘ
に
関
す

る
取
組
み
を
進
め
て
い
る
日
本
企
業
の
割
合
（「
全
社

戦
略
に
基
づ
き
全
社
的
に
」、「
一
部
の
部
門
に
お
い

て
」、「
部
署
ご
と
に
個
別
に
Ｄ
Ｘ
に
取
組
ん
で
い
る
」

企
業
の
合
計
値
）
は
約
56
％
で
す
（
ア
メ
リ
カ
は
約

79
％
）。
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、
よ
り
少
な
く
、「
中

小
企
業
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
関
す
る
調
査
」（
独
立
行
政
法

人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
）
に
よ
る
と
、（「
既
に
取

り
組
ん
で
い
る
」、「
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
る
」
企

業
の
合
計
値
）
は
、
24
・
８
％
で
す
。
取
組
み
が
活
発

で
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
理
由
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｘ
に
か

か
わ
る
人
材
や
ス
キ
ル
不
足
の
ほ
か
、「
具
体
的
な
効

果
や
成
果
が
見
え
な
い
」、「
経
営
者
の
意
識
・
理
解
が

足
り
な
い
」な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す（
図
表
参
照
）。

Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
推
進
の
必
要
性
を
経
営
者
が

理
解
す
る
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
が
よ
り
高
い
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
た
め
、
Ｈ
Ｒ
Ｄ
Ｘ
の
目
的
と
効
果
を
事
前
に
整

理
す
る
こ
と
が
い
っ
そ
う
重
要
と
な
り
ま
す
。

次
回
は
、「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
」に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
※3　本連載第37回（2023年８月号）「人的資本」をご参照ください　https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/202308.html

0% 10% 20% 30% 40%

DXに関わる人材が足りない

その他

既存システムがブラックボックス化している

情報セキュリティの確保が難しい

ビジョンや経営戦略、ロードマップがない

何から始めてよいかわからない

DXに取り組もうとする企業文化・風土がない

経営者の意識・理解がたりない

予算の確保が難しい

具体的な効果や成果が見えない

ITに関わる人材が足りない

31.1

2.6
5.2
7.5

12.6
17.1
18.8
19.0

22.9
24.1
24.9

出典：独立行政法人中小企業基盤整備機構「中小企業のＤＸ推進に関する調査」（2022 年 5月）

図表　DXに取り組むに当たっての課題 （複数回答 n=1,000）
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